
ベ ル リ ン の 今 を 歩 く
東 西 ド イ ツ 統 合 か ら 3 5 年

ド イ ツ /   ベ  ル リ ン

2 0 2 5 年 は 、 東 西 ド イ ツ 統 合 か ら 3 5 年 。 か つ て ベ ル リ ン の 町 を 東 西 に 分 け た 壁 は

1 9 8 9 年 に 崩 壊 し 、 そ こ か ら 時 を 経 て ま っ た く 異 な る 町 へ と 生 ま れ 変 わ っ た 。

当 時 の 東 ド イ ツ を 思 い な が ら 「 今 」 の ベ ル リ ン を 歩 く 。

ベ ル リ ン の 町 は 、 ブ ラ ン デ ン ブ ル ク 門 を 境 に 東 と 西 に 大 き く 分

け ら れ る 。 旧 東 ベ ル リ ン の 中 心 は 「 ミ ッ テ 」 と 呼 ば れ る 歴 史 地 区

で 、 見 ど こ ろ が 集 中 す る 観 光 ス ポ ッ ト 。 ブ ラ ン デ ン ブ ル ク 門 か

ら メ イ ン ス ト リ ー ト の ウ ン タ ー ・ デ ン ・ リ ン デ ン を 東 に 歩 け ば 、

す ぐ に フ ン ボ ル ト 大 学 や 国 立 歌 劇 場 な ど の 歴 史 的 な 建 物 が 並 ぶ

一 角 に 出 る 。 シ ュ プ レ ー 川 に か か る シ ュ ロ ス 橋 を 渡 っ た 先 が 中

洲 の 博 物 館 島 。 島 の 北 側 に 5 つ の 博 物 館 と 大 聖 堂 が 建 つ 。 中 洲

を 過 ぎ 少 し 進 む と 、 右 手 に 公 園 が 広 が る 。 前 方 に あ る レ ト ロ な

タ ワ ー が 、 高 さ 3 6 8 m の テ レ ビ 塔 。 こ こ か ら 北 へ と 進 ん だ あ た

り が ベ ル リ ン の 繁 華 街 。 門 か ら こ こ ま で 歩 く と 、 約 半 日 。 博 物

館 な ど の 見 学 時 間 を 入 れ る と 1 日 で 回 る の に ち ょ う ど い い 。

か つ て の 東 ド イ ツ の 中 心

“ ミ ッ テ ” 地 区
を 歩 く

か つ て 東 西 ド イ ツ を 隔 て た ベ ル リ ン の 壁 は 、 1 9 6 1 年 に 東 ド イ ツ

政 府 に よ り 築 か れ た 防 壁 。 総 延 長 は 1 5 5 k m に も 及 び 、 1 9 8 9 年

の 壁 崩 壊 ま で 2 8 年 に わ た り 東 か ら 西 へ の 人 の 流 出 を 抑 え 続 け

た 。 現 在 壁 は 取 り 除 か れ て い る が 、 一 部 は 町 の 中 に 残 さ れ て い

る 。 か つ て の 壁 に 沿 っ て 歩 き 、 壁 に つ い て の 展 示 の あ る 博 物 館

や オ ー プ ン ギ ャ ラ リ ー を 回 る ル ー ト は 、 ベ ル リ ン 観 光 の 定 番 。

ベ ル ナ ウ ア ー 通 り に あ る ベ ル リ ン の 壁 記 念 セ ン タ ー で 壁 の 歴 史

に つ い て 学 び 、 壁 伝 い に 西 へ 進 み 南 下 。 ブ ラ ン デ ン ブ ル ク 門 前

を 通 り 、 壁 博 物 館 ／ ハ ウ ス ・ ア ム ・ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ・ チ ャ ー リ ー

へ 。 さ ら に イ ー ス ト

サ イ ド ギ ャ ラ リ ー ま

で 歩 く と 約 2 時 間 。

地 下 鉄 を 利 用 す れ ば

簡 単 だ が 、 東 西 ド イ

ツ の 歴 史 に 思 い を 巡

ら せ な が ら 歩 い て 回

る の が お す す め 。

町 の 中 に 今 も 残 る

“ ベ ル リ ン の 壁 ”
を 探 し て

テ レ ビ 塔 前 の ア レ ク サ ン ダ ー 広 場
に あ る ウ ー ラ ニ ア ー 世 界 時 計

撤 去 さ れ た 壁 の 跡 に は プ レ ー ト が 埋 め 込 ま れ て い る

ミ ッ テ 地 区 の 繁 華 街 に あ る ハ ッ ケ シ ェ ・
ヘ ー ウ ェ は 、2 0 世 紀 初 頭 建 造 の 集 合 住 宅

壁 の 高 さ は 約 4 m 。 上 部 が 円 形 に な っ て お り
手 を か け る こ と が で き な く な っ て い る

イ ー ス ト サ イ ド ギ ャ ラ リ ー は 、1 1 8 人 の ア ー テ ィ ス ト が
ベ ル リ ン の 壁 崩 壊 後 に 描 い た 絵 を 展 示 す る オ ー プ ン ギ ャ ラ リ ー

公 園 で は た く さ ん の ベ ル リ ン 市 民 が く つ ろ ぐ

旧 東 ベ ル リ ン の 中 心 部 。 ひ と き わ 目 立 つ の が テ レ ビ 塔
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ベ ル リ ン の 最 旬 ス ポ ッ ト で あ る

ハ ッ ケ シ ェ ・ ヘ ー ウ ェ 。 い く つ か の

集 合 住 宅 の 中 庭 に レ ス ト ラ ン や

シ ョ ッ プ が 並 ぶ 。 こ ち ら は 、 ハ ッ ケ

シ ェ ・ ヘ ー ウ ェ 隣 の ハ ウ ス ・ シ ュ

ヴ ァ ル ツ ェ ン ベ ル ク の 中 庭

ベ ル リ ン の 最 旬 ス ポ ッ ト で あ る

ハ ッ ケ シ ェ ・ ヘ ー ウ ェ 。 い く つ か の

集 合 住 宅 の 中 庭 に レ ス ト ラ ン や

シ ョ ッ プ が 並 ぶ 。 こ ち ら は 、 ハ ッ ケ

シ ェ ・ ヘ ー ウ ェ 隣 の ハ ウ ス ・ シ ュ

ヴ ァ ル ツ ェ ン ベ ル ク の 中 庭

ベ ル リ ン に あ っ た 1 8 の 門 の ひ と

つ で あ る ブ ラ ン デ ン ブ ル ク 門 。 ベ

ル リ ン の 壁 崩 壊 時 は 真 っ 先 に こ の

門 の 前 の 壁 が 壊 さ れ た
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テ ー マ で 回 る “ 今 ” の ベ ル リ ン

1 9 0 9 年 、 生 徒 と 共 に 野 外 学 習 旅 行 に 出 た ド イ ツ 人 教 師 リ ヒ ャ ル

ト ・ シ ル マ ン は 突 然 の 嵐 に 見 舞 わ れ 、 当 時 使 わ れ て い な か っ た 学

校 に 身 を 寄 せ 一 晩 を 過 ご す こ と に 。 こ の 経 験 が 「 青 少 年 が 安 心 し

て 利 用 で き る 宿 泊 施 設 を 世 界 中 に 」 と い う 思 い に つ な が り 、 ユ ー

ス ホ ス テ ル が 誕 生 し ま し た 。 の ち に そ の コ ン セ プ ト を 「 無 限 の 世

界 を 教 室 に 押 し 込 め る こ と は で き な い 」 と 表 現 し た シ ル マ ン は 、

青 少 年 が 環 境 保 護 の 大 切 さ を 学 び 、 異 文 化 へ の 理 解 を 深 め る の に

「 旅 」 は 最 適 な 教 室 だ と 考 え て い ま し た 。 シ ル マ ン が 作 り た か っ た

の は 「 若 者 向 け の 宿 泊 施 設 」 で は な く 「 青 少 年 が 等 し く 学 べ る 『 旅 の

教 室 』 」 だ っ た の で す 。

1 0 0 年 以 上 の 歴 史 を 経 て も な お 、 世 界 中 の ユ ー ス ホ ス テ ル で は シ

ル マ ン の 思 い を 受 け 継 ぎ 、 進 化 さ せ る 取 り 組 み が 続 い て い ま す 。

発 祥 の 地 ド イ ツ の 一 例 が 「I O U R e s p e c t - B uil di n g a C ul t u r e o f 

P e a c e 」 で す 。 ア メ リ カ 同 時 多 発 テ ロ 後 に 高 ま っ た 世 界 的 な 緊 張

と 偏 見 へ の ア ク シ ョ ン と し て 、 2 0 0 4 年 か ら 毎 年 開 催 さ れ て い る

無 限 の 世 界 を 教 室 に 押 し 込 め る こ と は で き な い

～ ユ ー ス ホ ス テ ル の も う ひ と つ の 役 割 ～

ユ ー ス ホ ス テ ル を 創 設 し た ド イ ツ 人 教
師 リ ヒ ャ ル ト ・ シ ル マ ン

世 界 初 の ユ ー ス ホ ス テ ル 「 ア ル テ ナ 城 」
は 、 現 在 も 宿 泊 が 可 能

1 9 世 紀 後 半 、 爆 発 的 に 人 口 が 増 加 し た ベ ル リ

ン は 多 く の 都 市 問 題 を 抱 え て い た 。 そ の 解 決

の た め に 建 て ら れ た の が 「 ジ ー ド ル ン グ 」 と 呼

ば れ る 集 合 住 宅 。 1 9 1 0 年 代 ～ 3 0 年 代 建 造 の 6

つ の 集 合 住 宅 が 世 界 遺 産 に 登 録 さ れ て い る 。

設 計 を 担 当 し た の は 、 ブ ル ー ノ ・ タ ウ ト な ど モ

ダ ニ ズ ム 建 築 の 巨 匠 た ち 。 建 築 マ ニ ア 必 見 の

見 ど こ ろ と な っ て い る 。

モ ダ ニ ズ ム 建 築

M o d er ni s m ar c hit e ct ur e

T h e m e
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ド イ ツ の 首 都 で あ る ベ ル リ ン は 、 国 内 有 数 の

文 化 都 市 。 町 に は い く つ も の 博 物 館 や 美 術 館

が あ る 。 ミ ッ テ 地 区 に あ る 博 物 館 島 に は 5 つ の

博 物 館 と 美 術 館 が 集 中 。 な か で も ペ ル ガ モ ン

博 物 館 は 、 ベ ル リ ン 最 大 の 見 ど こ ろ の ひ と つ 。

古 代 ギ リ シ ャ か ら 古 代 ロ ー マ 、 イ ス ラ ム の 遺

跡 を そ の ま ま 移 築 し て あ り 、 そ の 壮 大 さ 、 優

美 さ に 目 を 見 張 る こ と 間 違 い な し 。

ア ー ト ＆ 博 物 館

Art & M u s e u m s

T h e m e

0 1

ド イ ツ 絵 画 を 中 心 に 展 示 す る 旧 ナ
シ ョ ナ ル ギ ャ ラ リ ー

『 真 珠 の 首 飾 り の 女 』 な ど フ ェ ル
メ ー ル の 絵 を 2 点 所 蔵 す る ゲ メ ー
ル デ ガ レ リ ー （ 絵 画 館 ）

名 物 は 肉 料 理 。 ソ ー セ ー ジ に カ レ ー ソ ー ス を

か け た カ リ ー ヴ ル ス ト は 、 大 衆 料 理 の 代 表 。

ア イ ス バ イ ン や ケ ー ニ ヒ ス ベ ル ガ ー ・ ク ロ プ セ

も 定 番 。 甘 い 物 好 き な ら 、 揚 げ ド ー ナ ツ の ベ

ル リ ー ナ ー ・ プ フ ァ ン ク ー ヘ ン を ぜ ひ 。

グ ル メ

G o ur m et

T h e m e

0 4

ク ラ シ ッ ク 音 楽 か ら オ ペ ラ 、 演 劇 ま で 、 あ ら ゆ

る エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト が 楽 し め る 。 東 西 分 裂

時 代 に は 東 西 そ れ ぞ れ に コ ン サ ー ト ホ ー ル と オ

ペ ラ ハ ウ ス が あ っ た た め 、 通 常 町 に 1 つ し か な

い 施 設 が 複 数 存 在 し て い る の だ 。 最 も 人 気 が あ

る の が 、 世 界 最 高 峰 の オ ー ケ ス ト ラ 、 ベ ル リ ン ・

フ ィ ル の 本 拠 地 で あ る フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 。 若

者 に 人 気 の ナ イ ト ス ポ ッ ト も 多 数 あ る 。

エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト

E nt ert ai n m e nt

T h e m e

0 3

1 7 4 2 年 完 成 の オ ペ ラ ハ ウ ス 、 国
立 歌 劇 場

ベ ル リ ン ・ フ ィ ル の 本 拠 地 、 フ ィ
ル ハ ー モ ニ ー

カ リ ー ヴ ル ス ト
C u r r y w u r s t

ケ ー ニ ヒ ス ベ ル ガ ー ・
ク ロ プ セ
K ö ni g s b e r g e r
Kl o p s e

ア イ ス バ イ ン
Ei s b ei n

ベ ル リ ー ナ ー ・
プ フ ァ ン ク ー ヘ ン
B e rli n e r
P f a n n k u c h e n

ベ ル リ ン を 訪 れ た ら 絶 対 に 楽 し み た い 4 つ の テ ー マ を 案 内 。 文 化 施 設 か ら エ ン タ メ 、 グ ル メ ま で さ ま ざ ま 。

ジ ェ ネ ラ ル イ ン フ ォ i n ド イ ツ

時 差 ： 日 本 よ り 8 時 間 遅 れ 。 サ マ ー タ イ ム 実 施 期 間 （ 3 月 最 終 日 曜 ～ 1 0

月 最 終 日 曜 ） は 7 時 間 遅 れ 。

ビ ザ ： 1 8 0 日 の 期 間 内 で 、 合 計 9 0 日 ま で の 滞 在 な ら 不 要 。

通 貨 ： ユ ー ロ( €) 。2 0 2 5 年 1 月 現 在 、€ 1 = 1 6 1. 4 9 円

物 価 ： 日 本 と ほ ぼ 同 じ か や や 高 い く ら い 。 都 市 部 は 宿 泊 費 と 外 食 費 が

高 く つ く 。 旧 東 ド イ ツ の 町 は 物 価 が 安 い 傾 向 が あ る 。

ベ ス ト シ ー ズ ン ： 春 か ら 秋 。 夏 で も 比 較 的 過 ご し や す く 、 秋 は 紅 葉 が と

り わ け 美 し い 。 冬 の 寒 さ は 非 常 に 厳 し い が 、1 2 月 に は 各 地 で ク リ ス マ

ス マ ー ケ ッ ト が 開 催 さ れ 、 町 が ク

リ ス マ ス ム ー ド に 包 ま れ る 。

現 地 ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報

h t t p s: / / hi h o s t el s. c o m / h o s t el s /

? c o u n t r y = G e r m a n y

よ り 詳 し い 情 報 は 『 地 球 の 歩 き 方 

ド イ ツ 』 、『 ベ ル リ ン と 北 ド イ ツ 』 へ

ホ ロ コ ー ス ト と ド イ ツ

こ の プ ロ ジ ェ ク ト 。 ド イ ツ 、 フ ラ ン ス 、 ア メ リ カ 、 エ ジ プ ト 、 レ

バ ノ ン 、 チ ュ ニ ジ ア か ら 集 っ た 若 者 が ユ ー ス ホ ス テ ル で 共 同 生 活

を 送 り な が ら 「 宗 教 」「 人 権 」「 倫 理 」 と い っ た テ ー マ に つ い て 対 話 を

重 ね 、 相 互 理 解 を 深 め て い ま す 。

世 界 中 の ユ ー ス ホ ス テ ル が 取 り 組 む こ う し た プ ロ ジ ェ ク ト に は 、

ご 宿 泊 料 や 会 員 登 録 料 の 一 部 が 活 用 さ れ て い ま す 。 旅 す る 人 が 、

よ り 良 い 世 界 を 作 っ て い く 。 そ の 架 け 橋 に な る こ と も 、 ユ ー ス ホ

ス テ ル の も う ひ と つ の 役 割 な の で す 。

カ ー ル ・ レ ギ ー ン の 住 宅 都 市

ブ ラ ン デ ン ブ ル ク 門 か ら 南 へ 歩 い て い く と 、 左 手 に コ ン ク リ ー ト の モ

ニ ュ メ ン ト が 並 ん で い る の が 見 え る 。 こ れ は 、 ホ ロ コ ー ス ト 記 念 碑 。

第 2 次 世 界 大 戦 中 、 ナ チ ス ド イ ツ に 迫 害 を 受 け 虐 殺 さ れ た ユ ダ ヤ 人 の

た め の 記 念 碑 だ 。 人 類 の

負 の 遺 産 を 見 る の は 気 が

重 く な る か も し れ な い

が 、 同 じ 過 ち を 繰 り 返 さ

な い こ と を 誓 う 意 味 で

も 、 ぜ ひ 訪 れ た い 。 未 来

永 劫 の 平 和 を 祈 り 、 悲 し

き 過 去 を 考 え て み る と よ

い 。 2 7 1 1 基 の 直 方 体 の 石 が 整 然 と 並 ぶ

ガ ル テ ン シ ュ タ ッ ト ・ フ ァ ル ケ ン
ベ ル ク

C e ol u
m n

1 4 1 5



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 4 0

C o v er I nt er vi e w

奥 田 い ろ は ( 乃 木 坂 4 6)

一 瞬 の 美 し さ を 残 し て 、

消 え て し ま う も の だ か ら

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

ベ ル リ ン の 壁 崩 壊 か ら 3 5 年

ベ ル リ ン の 今 を 歩 く 　

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 4 0

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

和 歌 山 県 / 岡 山 県 / 広 島 県

山 口 県 / 徳 島 県 / 香 川 県

愛 媛 県 / 高 知 県 / 佐 賀 県

熊 本 県 / 大 分 県 / 宮 崎 県

鹿 児 島 県 / 沖 縄 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 5 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

自 然 の 森
M. G. ユ ー ス ホ ス テ ル
人 を 慕 い 、 人 が 集 い 、 歴 史 を 紡 ぐ

平 和 へ の 思 い が 生 ん だ ユ ー ス ホ ス テ ル
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